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玉
屋
謡
本
の
研
究
（
四
）
―
玉
屋
謡
本
の
節
付
表
記
を
め
ぐ
る
試
論
―
伊
海
孝
充
一
前
稿
ま
で
の
問
題
点
こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
、
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
三
稿
の
中
で
指
摘
し
た
主
な
問
題
点
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
①
江
戸
時
代
初
期
観
世
流
謡
本
に
は
光
悦
謡
本
系
・
玉
屋
謡
本
系
・
元
和
卯
月
本
系
の
三
系
統
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
玉
屋
謡
本
系
と
呼
び
う
る
系
統
は
存
在
せ
ず
、
他
の
二
本
を
も
っ
て
こ
の
時
代
の
観
世
流
謡
本
の
系
統
を
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
整
版
玉
屋
謡
本
に
見
ら
れ
る
「
黒
雪
の
章
句
を
写
し
た
」
旨
を
刻
す
印
や
奥
付
は
、
古
活
字
玉
屋
謡
本
を
観
世
身
愛
の
章
句
に
よ
っ
て
改
訂
を
加
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
③
江
戸
時
代
初
期
の
観
世
流
謡
本
改
訂
の
す
べ
て
に
、
観
世
身
愛
が
関
与
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
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先
行
研
究
の
中
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
観
世
流
謡
本
の
大
改
訂
の
す
べ
て
に
、
観
世
大
夫
身
愛（
黒
雪
・
暮
閑
）が
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
身
愛
自
身
が
詞
章
改
訂
を
行
な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
の
謡
本
す
べ
て
に
そ
の
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
光
悦
謡
本
・
玉
屋
謡
本
に
つ
い
て
は
、
身
愛
自
身
が
こ
の
両
本
の
刊
行
に
関
与
し
た
具
体
的
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
身
愛
と
角
倉
素
庵
と
の
交
流
は
確
認
で
き
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
状
況
証
拠
し
か
存
在
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
愛
が
こ
れ
ら
の
謡
本
を
含
め
て
す
べ
て
の
改
訂
作
業
を
推
し
進
め
た
と
考
え
る
背
景
に
は
、
詞
章
の
改
変
や
そ
れ
に
基
づ
く
謡
本
の
刊
行
と
い
う
大
事
業
は
、
大
夫
ク
ラ
ス
の
玄
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
は
ず
だ
、
と
い
う
先
入
観
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
本
研
究
は
、
こ
う
し
た
通
説
の
大
幅
な
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
稿
者
の
考
え
も
ま
た
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
稿
者
の
仮
説
を
さ
ら
に
追
究
す
べ
く
、
謡
本
の
「
節
付
表
記
」
に
注
目
し
た
い
。
前
稿
ま
で
は
主
に
謡
本
の
「
本
文
」
の
差
異
を
も
と
に
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
謡
本
は
楽
譜
の
一
種
で
あ
り
、
節
付
こ
そ
、
そ
の
特
質
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
初
期
の
謡
本
の
節
付
表
記
は
簡
略
で
あ
り
、
刻
さ
れ
て
い
る（
も
し
く
は
記
述
さ
れ
て
い
る
）節
付
だ
け
で
、
各
本
の
差
異
や
共
通
性
を
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
各
本
全
体
の
節
付
表
記
の
特
徴
を
す
べ
て
把
捉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
く
つ
か
〝
節
付
の
記
述
の
仕
方
〞
に
注
目
し
、
玉
屋
謡
本
と
光
悦
謡
本
・
元
和
卯
月
本
の
共
通
項
と
差
異
を
導
き
出
し
、
江
戸
時
代
初
期
観
世
流
謡
本
刊
本
の
見
取
り
図
を
再
考
し
て
み
た
い
。
な
お
、
前
稿
ま
で
と
同
様
に
古
活
字
玉
屋
謡
本
は
「
古
玉
屋
本
」、
整
版
玉
屋
謡
本
は
「
整
玉
屋
本
」、
光
悦
謡
本
は
「
光
悦
本
」、
元
和
卯
月
本
は
「
卯
月
本
」
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
節
表
記
を
比
較
分
析
す
る
た
め
、
各
本
の
写
真
を
数
多
く
用
い
て
い
る
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
光
悦
本
は
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
光
悦
謡
本
上
製
本
、
卯
月
本
は
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
元
和
卯
月
本
を
用
い
て
い
る
。
二
江
戸
初
期
観
世
流
謡
本
刊
本
の
節
付
表
記
の
系
統
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ま
ず
、
先
行
研
究
に
お
け
る
江
戸
初
期
刊
観
世
流
謡
本
の
節
付
の
系
統
と
特
徴
を
、『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
上
』
に
お
け
る
表
章
の
見
解
を
も
と
に
確
認
し
て
お
く
。
光
悦
謡
本
の
節
付
法
は
、
Ａ
室
町
末
期
か
ら
慶
長
初
年
頃
ま
で
の
観
世
流
謡
本
と
は
若
干
体
系
を
異
に
し
、
観
世
大
夫
身
愛（
黒
雪
斎
暮
閑
）が
慶
長
年
間
か
ら
採
用
し
初
め
た
ら
し
い
新
節
付
法
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
新
旧
節
付
法
の
主
要
な
相
違
点
は
、
室
町
期
の
謡
本
が
使
用
し
て
い
た
「
入
」「
当
」「
持
」
な
ど
の
補
助
記
号
を
廃
止
し
た
こ
と
や
、
廻
し
節
の
記
号
を
「
へ
」
の
字
型
か
ら
直
角
に
近
い
鉤
型
に
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
光
悦
謡
本
は
、
種
別
に
よ
っ
て
は
「
入
」
を
使
用
し
て
い
る
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
他
は
全
く
新
節
付
と
同
じ
で
あ
る
。
使
用
頻
度
の
は
げ
し
い
廻
し
節
の
鉤
型
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。
上
製
本
や
特
製
本
が
室
町
期
写
本
と
同
様
に
「
入
」
を
使
用
し
て
い
る
事
実
は
、
Ｂ
光
悦
謡
本
の
節
付
法
が
観
世
身
愛
の
新
節
付
法
が
元
和
卯
月
本
の
形
に
定
着
す
る
直
前
の
過
渡
期
的
な
性
質
を
持
つ
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
本
文
の
性
質
と
相
ま
っ
て
、
光
悦
謡
本
の
性
格
が
理
解
で
き
よ
う
。（
四
八
頁
）
元
和
卯
月
本
の
詞
章
は
、
観
世
宗
節
や
観
世
小
次
郎
元
頼
の
節
付
本
に
代
表
さ
れ
る
室
町
末
期
の
写
本
と
比
較
す
る
と
、
文
句
・
節
付
と
も
に
か
な
り
相
違
し
て
お
り
、
観
世
暮
閑
の
時
代
に
観
世
流
の
詞
章
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
Ｃ
そ
の
改
訂
は
、
天
正
頃
の
写
本
、
光
悦
流
書
体
古
活
字
半
紙
本
、
光
悦
謡
本
、
古
活
字
玉
屋
本
と
推
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
元
和
卯
月
本
が
そ
の
最
終
結
果
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。（
二
四
頁
）
こ
の
時
期
の
節
付
表
記
の
変
遷
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
文
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
の
よ
う
に
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
観
世
大
夫
身
愛
が
節
付
法
の
改
革
を
行
な
い
、
Ｂ
・
Ｃ
の
よ
う
に
、
そ
の
節
付
が
光
悦
本
か
ら
玉
屋
本
へ
と
反
映
さ
れ
、
最
終
型
が
卯
月
本
に
表
れ
て
い
る
、
と
変
遷
過
程
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
玉
屋
本
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
定
説
は
再
考
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
節
付
表
記
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
が
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言
え
る
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
節
付
法
も
、
光
悦
本
か
ら
玉
屋
本
へ
、
玉
屋
本
か
ら
卯
月
本
へ
と
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
系（
む
し
ろ
ほ
ぼ
同
一
）で
あ
り
、
整
玉
屋
本
は
部
分
的
に
卯
月
本
系
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
本
節
で
は
、
そ
の
点
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
た
と
え
ば
「
海
士
」
の
例
を
見
て
み
る
。
【
写
真
１
】「
海
士
」
六
段
﹇
段
歌
﹈
ａ
光
悦
本
11
丁
表
ｂ
卯
月
本
９
丁
表
ｃ
古
玉
屋
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
」）
９
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
９
丁
表
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【
写
真
１
】
の
よ
う
に
「
不
定
な
り
」「
か
く
て
」「
其
た
か
さ
」「
玉
塔
に
」
の
ゴ
マ
点
を
中
心
に
表
記
の
違
い
が
見
え
、
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
が
下
ゴ
マ（
右
肩
下
が
り
の
ゴ
マ
点
）に
な
っ
て
い
る
に
対
し
て
、
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
は
平
ゴ
マ（
水
平
の
ゴ
マ
点
）に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
現
在
の
観
世
流
の
謡
い
方
で
は
、
ゴ
マ
の
上
下
を
ほ
と
ん
ど
反
映
せ
ず
謡
う
が
、
こ
の
時
代
は
そ
れ
に
従
っ
て
謡
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
前
者
二
本
と
後
者
二
本
は
〝
節
〞
が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
注
１
。
た
だ
し
、
整
玉
屋
本
の
全
曲
が
卯
月
本
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。ｂ
卯
月
本
８
丁
表
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
７
丁
表
・
裏
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
７
丁
表
・
裏
【
写
真
２
】「
阿
漕
」
八
段
﹇
下
ノ
詠
﹈
ａ
光
悦
本
８
丁
表
・
裏
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【
写
真
２
】
は
光
悦
本
と
卯
月
本
と
の
間
に
本
文
異
同
が
あ
る
箇
所
で
、﹇
下
ノ
詠
﹈
の
末
が
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
く
「
い
と
は
し
」
で
「
は
し
」
の
箇
所
が
下
ゴ
マ
、
整
玉
屋
本
は
卯
月
本
と
同
じ
く
「
う
ら
み
し
」
で
「
み
し
」
の
箇
所
が
平
ゴ
マ
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
文
・
節
付
表
記
と
も
に
一
致
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
阿
漕
」
は
全
体
的
に
見
る
と
卯
月
本
系
統
だ
と
い
え
る
が
、
「
虫
の
」
の
部
分
の
節
付
表
記
を
見
る
と
、
廻
シ
の
有
無
な
ど
整
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
【
写
真
３
】
も
光
悦
本
と
卯
月
本
の
間
に
本
文
異
同
が
あ
る
。
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
の
「
あ
か
さ
む（
ん
）」
の
箇
所
は
本
文
も
節
付
表
記
も
同
一
だ
が
、
卯
月
本
と
整
玉
屋
本
の
「
あ
そ
は
む
」
の
箇
所
は
節
付
表
記
の
み
異
な
っ
て
お
り
、
整
玉
屋
本
は
「
あ
」「
ん
」
の
文
字
が
振
リ
に
な
っ
て
お
り
、
光
悦
本
と
卯
月
本
の
表
記
が
混
合
し
た
よ
う
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
整
玉
屋
本
は
本
文
に
卯
月
本
自
体
の
影
響
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
必
ず
し
も
節
付
表
記
ま
で
そ
の
ま
ま
写
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
そ
の
影
響
は
部
分
的
で
あ
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
ｃ
古
玉
屋
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
」）
７
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
７
丁
表
【
写
真
３
】「
姨
捨
」
八
段
﹇
上
ゲ
歌
﹈
ａ
光
悦
本
８
丁
表
・
裏
ｂ
卯
月
本
7
丁
裏
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た
だ
し
、
前
述
の
通
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
謡
本
の
節
付
は
簡
素
な
部
分
が
多
く
、
全
体
に
わ
た
っ
て
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
特
に
古
玉
屋
本
・
整
玉
屋
本
は
、
節
の
版
面
が
粗
い
箇
所
や
ゴ
マ
点
の
向
き
が
判
然
と
し
な
い
箇
所
も
あ
る
た
め
、
節
付
表
記
を
細
部
ま
で
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
光
悦
本
・
卯
月
本
と
の
明
ら
か
な
差
異
を
看
取
で
き
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
れ
を
四
箇
所
挙
げ
、
各
本
の
節
付
表
記
の
系
統
を
検
討
し
て
み
た
い
。

「
下
」
記
号
の
位
置
現
在
の
観
世
流
謡
本
で
は
、「
下
」
の
記
号
は
上
音
か
ら
中
音
へ
、
ま
た
は
中
音
か
ら
下
音
へ
下
が
る
こ
と
を
示
す
記
号
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
現
在
で
い
う
「
下
音
」
自
体
が
明
確
化
す
る
の
は
明
和
期
以
降
ら
し
く
、
江
戸
時
代
初
期
の
謡
本
の
「
下
」
は
中
音
・
中
ウ
キ
音
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
注
２
。
光
悦
本
と
卯
月
本
の
間
で
は
、
こ
の
「
下
」
の
位
置
に
多
く
の
異
同
が
見
出
だ
せ
る
。【
写
真
４
】
は
「
田
村
」
の
キ
リ
の
冒
頭
で
あ
る
が
、
四
箇
所
か
三
箇
所
の
「
下
」
記
号
が
見
え
る
。
光
悦
本
と
卯
月
本
と
を
比
べ
る
と
、
光
悦
本
の
「
軍
兵
」
に
は
「
下
」
記
号
が
な
【
写
真
４
】「
田
村
」
十
二
段
﹇
中
ノ
リ
地
﹈
ａ
光
悦
本
10
丁
表
ｂ
卯
月
本
13
丁
表（
引
キ
・
間
拍
子
は
書
き
込
み
）
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く
、
そ
の
他
の
箇
所
は
光
悦
本
が
卯
月
本
に
対
し
て
、
一
節
分（
一
ゴ
マ
分
）下
に
「
下
」
記
号
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
光
悦
本
は
卯
月
本
よ
り
一
節
か
二
節
後
に
「
下
」
記
号
が
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、
両
本
の
差
異
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
「
下
」
の
位
置
の
異
同
に
着
目
す
る
と
、
古
玉
屋
本
は
ほ
ぼ
光
悦
本
と
一
致
す
る
が
、
整
玉
屋
本
は
【
写
真
４
】
の
よ
う
に
卯
月
本
と
一
致
す
る
ケ
ー
ス
の
方
は
多
く
な
い
。
【
写
真
５
】
で
は
、
卯
月
本
が
「
有
様
」「
苦
み
」
の
箇
所
の
「
下
」
が
あ
る
に
対
し
て
、
光
悦
本
は
や
は
り
一
節
分
下
に
ず
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
卯
月
本
の
み
「
残
つ
て
」
の
後
に
も
一
箇
所
付
さ
れ
て
い
る
。
古
玉
屋
本
と
整
玉
屋
本
は
す
べ
て
そ
の
光
悦
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、「
下
」
の
表
記
に
関
し
て
の
四
本
の
関
係
は
、【
写
真
５
】
の
ケ
ー
ス
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
【
写
真
６
】
の
よ
う
に
、
古
玉
屋
本
と
整
玉
屋
本
が
光
悦
本
・
卯
月
本
と
も
一
致
し
な
い
例
も
あ
る
。
古
玉
屋
本
は
「
よ
ろ


」
と
曲
末
の
「
な
り
け
り
」
の
箇
所
が
光
悦
本
と
異
な
っ
て
お
り
、
整
玉
屋
本
は
「
か
え
り
」
と
「
な
り
け
り
」
の
箇
所
が
光
悦
本
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
は
卯
月
本
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
下
」
の
表
記
だ
け
を
見
る
と
、
古
玉
屋
本
は
ほ
ぼ
光
悦
本
と
同
一
で
あ
り
、
整
玉
屋
本
も
光
悦
本
系
で
あ
る
が
卯
月
本
と
一
致
す
る
例
が
散
見
で
き
る
、
と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
下
」
の
位
置
が
一
コ
マ
分
ず
れ
る
と
い
う
差
異
は
、
文
字
の
上
に
付
し
た
か
下
に
付
し
た
か
の
差
だ
け
で
あ
っ
て
、
節
付
ｃ
古
玉
屋
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
」）
１１
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
１１
丁
表
64
自
体
が
異
っ
て
い
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
表
記
の
差
異
か
ら
、
本
の
系
統
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
【
写
真
５
】「
朝
長
」
十
四
段
﹇
ロ
ン
ギ
﹈
ａ
光
悦
本
15
丁
表
・
裏
ｂ
卯
月
本
13
丁
裏
ｃ
古
玉
屋
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
」）
13
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
13
丁
表
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【
写
真
６
】「
関
寺
小
町
」
十
段
﹇
歌
﹈
ａ
光
悦
本
14
丁
裏
ｂ
卯
月
本
13
丁
裏
・
14
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
12
丁
表
・
裏
ｃ
古
玉
屋
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵「
謡
曲
百
番
」）
12
丁
表
・
裏
66

「
ハ
ル
」
の
有
無
現
在
の
謡
本
に
お
け
る
「
ハ
ル
」
は
下
音
か
ら
上
音
へ
、
ま
た
は
中
音
か
ら
上
音
へ
上
が
る
と
き
の
記
号
だ
が
、
こ
の
記
号
も
光
悦
本
と
卯
月
本
の
間
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
各
曲
に
必
ず
こ
の
異
同
が
見
ら
れ
、
多
い
曲
で
は
十
箇
所
近
く
に
及
ぶ
。
ハ
ル
記
号
は
、
上
音
へ
上
が
る
こ
と
を
示
す
記
号
の
た
め
、「
下
」
記
号
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
節
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、【
写
真
７
】
の
よ
う
に
、
そ
の
前
後
の
「
下
」
記
号
も
と
も
に
異
同
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。「
法
の
心
」
の
箇
所
は
光
悦
本
と
古
玉
屋
本
が
一
致
し
、
卯
月
本
と
整
玉
屋
本
が
一
致
を
し
て
い
る（
た
だ
し
、
そ
の
前
の
「
昼
共
」
の
「
下
」
記
号
の
位
置
は
、
光
悦
本
と
一
致
）。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ル
記
号
の
有
無
に
関
し
て
、
整
玉
屋
本
は
卯
月
本
と
一
致
す
る
こ
と
が
多
く（
全
体
の
七
割
程
度
）、
そ
の
中
に
光
悦
本
と
一
致
す
る
こ
と
も
あ
り
、
整
玉
屋
本
独
自
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
古
玉
屋
本
独
自
の
例
や
整
玉
屋
本
と
の
み
一
致
す
る
例
が
多
少
存
在
す
る
。
【
写
真
７
】「
藤
戸
」
九
段
﹇
上
ゲ
歌
﹈
ａ
光
悦
本
９
丁
表
ｂ
卯
月
本
8
丁
裏
・
9
丁
表
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
ク
セ
の
節
付
各
本
の
節
付
表
記
の
異
同
は
、
ク
セ
に
最
も
多
く
現
れ
る
。

・

の
差
異
も
そ
う
だ
が
、
ゴ
マ
点
の
向
き
の
差
異
は
、
ク
セ
の
内
部
が
最
も
多
い
。
ク
セ
は
一
曲
の
聞
か
せ
所
で
音
曲
的
な
魅
力
に
富
ん
で
い
る
箇
所
だ
け
に
、
断
続
的
な
節
付
の
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
各
本
の
差
異
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
箇
所
の
一
つ
は
、
シ
テ
の
上
ゲ
端
の
直
前
で
あ
る
。
ク
セ
は
基
本
的
に
地
謡
が
低
い
音
か
ら
謡
い
は
じ
め
、
徐
々
に
高
い
音
階
へ
と
移
っ
て
い
く
。
そ
し
て
シ
テ
が
高
ら
か
に
謡
う
上
ゲ
端
で
最
高
潮
を
迎
え
る
が
、
こ
の
上
ゲ
端
の
直
前
に
、
地
謡
の
謡
は
低
い
音
に
下
が
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
れ
を
ゴ
マ
点
で
表
し
て
い
る
た
め
か
、
光
悦
本
の
大
半
の
曲
は
こ
の
箇
所
が
下
ゴ
マ
に
な
っ
て
い
る
が
、
卯
月
本
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
曲
も
多
い
。
【
写
真
８
】
の
光
悦
本
と
卯
月
本
比
べ
る
と
、
上
ゲ
端
の
前
の
「
い
か
な
ら
ん
」
の
「
い
」
が
振
リ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
同
じ
だ
が
、
光
悦
本
の
「
な
ら
ん
」
は
下
ゴ
マ
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
卯
月
本
は
平
ゴ
マ
と
な
っ
て
い
る
。【
写
真
９
】
の
「
よ
み
し
な
り
」
の
節
付
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
異
同
が
見
え
る
曲
が
二
十
曲
以
上
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
古
玉
屋
本
・
整
玉
屋
本
を
比
べ
る
と
、【
写
真
８
】
の
よ
う
に
、
前
者
は
光
悦
本
と
後
者
は
卯
月
本
と
一
致（
も
し
く
は
酷
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
7
丁
裏
・
8
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
7
丁
裏
・
8
丁
表
68
【
写
真
８
】
紅
葉
狩
五
段
﹇
ク
セ
﹈
ａ
光
悦
本
7
丁
表
ｂ
卯
月
本
6
丁
裏
ｃ
古
玉
屋
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵「
謡
曲
百
番
」）
6
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
6
丁
表
【
写
真
９
】
錦
木
九
段
﹇
ク
セ
﹈
ａ
光
悦
本
13
丁
表
ｂ
卯
月
本
13
丁
裏
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似
）す
る
こ
と
が
多
く
、「
八
島
・
班
女
・
仏
原
・
藤
戸
・
安
宅
・
善
知
鳥
・
采
女
・
柏
崎
・
春
日
竜
神
・
呉
服
・
誓
願
寺
・
軒
端
梅
・
野
宮
・
花
筐
・
二
人
静
・
紅
葉
狩
・
盛
久
・
夕
顔
・
遊
行
柳
」
と
い
っ
た
曲
が
こ
の
ケ
ー
ス
の
該
当
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、【
写
真
９
】
の
よ
う
に
、
整
卯
月
本
も
光
悦
本
と
一
致
す
る
曲
も
あ
り
、「
錦
木
・
兼
平
・
西
行
桜
・
定
家
・
楊
貴
妃
」
と
い
っ
た
曲
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
ま
た
写
真
と
し
て
掲
出
し
て
い
な
い
が
、「
白
楽
天
」
の
よ
う
に
整
玉
屋
本
の
み
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
だ
し
、
全
体
的
に
見
る
と
、
上
ゲ
端
前
の
節
付
は
、
古
玉
屋
本
が
光
悦
本
と
ほ
ぼ
一
致
を
し
、
整
玉
屋
本
が
大
部
分
が
卯
月
本
と
一
致
す
る
が
、
光
悦
本
と
同
じ
曲
も
混
在
す
る
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

装
飾
に
富
む
節
付
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
現
在
の
打
切
や
舞
事
の
直
前
の
謡
で
、
引
キ
・
廻
シ
・
振
リ
・
ユ
リ
な
ど
を
重
ね
た
っ
ぷ
り
と
謡
う
箇
所
の
節
付
で
あ
る
。
こ
こ
は
現
在
の
謡
本
で
定
型
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
各
謡
本
に
は
い
く
つ
か
の
差
異
が
あ
る
。
例
え
ば
「
野
宮
」
十
段
﹇
詠
﹈・
十
一
段
﹇
ノ
リ
地
﹈
の
節
付
表
記
を
見
て
い
る
。
ｃ
古
玉
屋
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵「
謡
曲
百
番
」）
11
丁
表
・
裏
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
11
丁
表
・
裏
70
「
野
宮
」
で
は
﹇
詠
﹈
の
「
け
し
き
か
な
」
の
後
に
序
ノ
舞
、﹇
ノ
リ
地
﹈
の
後
に
破
ノ
舞
が
入
る
。【
写
真
１０
】
で
は
シ
テ
謡
の
末
の
「
花
の
袖
」、
地
謡
の
末
の
「
け
し
き
か
な
」
が
装
飾
に
富
む
節
付
と
な
っ
て
い
る
が
、「
花
の
袖
」
の
節
付
表
記
が
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
と
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
で
は
表
記
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
卯
月
本
の
方
が
現
行
の
表
記
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、「
の
」
字
【
写
真
１０
】「
野
宮
」
十
段
﹇
詠
﹈
ａ
光
悦
本
11
丁
裏
ｂ
卯
月
本
10
丁
裏
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
9
丁
裏
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
9
丁
裏
【
写
真
１１
】「
野
宮
」
十
一
段
﹇
ノ
リ
地
﹈
ａ
光
悦
本
12
丁
表
ｂ
卯
月
本
11
丁
表
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に
付
さ
れ
る〈
フ
リ
・
引
・
下
ゴ
マ
〉の
節
付
表
記
が
、
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
は
廻
シ
記
号
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
卯
月
本
の
〈
フ
リ
・
引
・
下
ゴ
マ
〉の
節
付
表
記
は
光
悦
本
と
異
な
る
こ
と
が
多
い
。【
写
真
１１
】
は
「
な
つ
か
し
や
」
の
節
付
が
、
同
じ
く
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
と
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
と
で
差
異
が
あ
り
、〈
フ
リ
・
引
・
下
ゴ
マ
〉の
箇
所
は
同
じ
だ
が
、「
や
」
の
字
の
節
付
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
廻
シ
を
重
ね
る
表
記
に
も
光
悦
本
と
卯
月
本
に
は
差
異
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
「
野
宮
」
の
節
付
表
記
は
古
玉
屋
本
が
光
悦
本
と
、
整
玉
屋
本
が
卯
月
本
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
の
表
記
に
は
、
古
玉
屋
本
が
光
悦
本
と
ほ
ぼ
一
致
を
す
る
。
し
か
し
整
玉
屋
本
の
全
曲
・
全
箇
所
が
卯
月
本
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
【
写
真
１２
】
は
〔
神
楽
〕
直
前
﹇
詠
﹈
の
「
ち
は
や
ぶ
る
」
と
﹇
ワ
カ
﹈
の
「
は
や
な
り
ぬ
」
の
節
付
表
記
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
古
玉
屋
本
は
両
箇
所
と
も
光
悦
本
と
ほ
ぼ
同
一
だ
が
、
整
玉
屋
本
の
前
者
が
光
悦
本
と
一
致
し
、
後
者
が
卯
月
本
と
類
似
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
整
玉
屋
本
は
光
悦
本
一
致
も
し
く
は
近
似
し
た
表
記
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
以
上
、

〜

の
点
で
各
本
の
節
付
表
記
の
差
異
が
検
討
し
た
。
近
世
初
期
の
謡
本
は
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
節
付
だ
け
で
謡
え
る
楽
譜
で
は
な
い
。
そ
こ
に
節
付
を
補
い
、
は
じ
め
て
実
践
的
な
謡
本
と
な
る
、
あ
る
意
味
不
完
全
な
楽
譜
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
節
付
表
記
」
が
異
な
る
か
ら
と
言
っ
て
、
全
く
異
な
る
「
謡
い
方
」
を
し
て
い
た
と
も
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
掲
出
し
た
こ
と
を
も
と
に
「
節
が
異
な
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
「
節
付
」
で
は
な
く
「
節
付
表
記
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
き
た
。
ま
た
本
稿
で
は
一
部
分
の
節
付
表
記
を
切
り
取
り
、
比
較
し
て
い
る
。
音
楽
は
全
体
の
流
れ
、
一
つ
の
謡
本
の
中
で
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
10
丁
裏
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
10
丁
裏
72
の
節
付
方
針
な
ど
を
考
え
、
総
体
的
に
捉
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
違
い
を
論
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
節
表
記
の
刻
し
方
」
の
差
異
を
謡
本
の
系
統
を
考
え
る
た
め
の
視
座
と
す
る
こ
と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
本
節
の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
古
玉
屋
本
は
本
文
だ
け
で
な
く
、
節
付
表
記
も
光
悦
本
系
統
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
よ
り
も
光
悦
本
と
の
異
同
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
差
異
は
古
玉
屋
本
が
別
種
の
謡
本
で
あ
る
と
主
張
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
古
【
写
真
１２
】「
三
輪
」
十
一
段
﹇
詠
﹈﹇
ワ
カ
﹈
ａ
光
悦
本（
鴻
山
文
庫
蔵
色
替
り
本
）
12
丁
表
ｂ
卯
月
本
11
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
7
丁
裏
・
8
丁
表
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
7
丁
裏
・
8
丁
表
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玉
屋
本
が
光
悦
謡
本
の
詞
章
を
基
に
版
下
を
作
り
、
別
の
活
字
を
用
い
て
刊
行
さ
れ
た
謡
本
で
あ
る
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
本
研
究
の
見
解
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。
問
題
は
整
玉
屋
本
で
あ
る
。
こ
の
本
の
節
付
表
記
を
光
悦
本
と
卯
月
本
と
の
関
係
か
ら
要
約
す
る
と
、
卯
月
本
と
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
光
悦
本
と
同
じ
箇
所
も
多
分
に
含
ま
れ
て
お
り（「
光
悦
本
に
近
い
」
と
い
う
よ
り
、
版
下
に
用
い
た
古
玉
屋
本
の
形
を
残
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
）、
部
分
的
に
両
本
と
も
異
な
る
箇
所
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
で
言
わ
れ
て
い
た
「
光
悦
本
と
卯
月
本
の
中
間
的
な
性
格
」
と
表
現
で
き
る
が
、
そ
の
両
本
の
折
衷
的
節
付
表
記
を
「
玉
屋
謡
本
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
本
文
と
同
じ
よ
う
に
、
整
玉
屋
本
は
一
系
統
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、
光
悦
謡
本
を
別
な
詞
章
を
も
と
に
改
訂
し
た
謡
本
と
把
握
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
こ
の
「
別
な
詞
章
」
が
観
世
身
愛
の
章
句
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
点
は
次
節
で
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。
三
整
版
玉
屋
謡
本
と
観
世
身
愛
章
句
本
本
研
究（
二
）（
以
下
「（
二
）」
と
表
記
）で
、
古
玉
屋
本
か
ら
整
玉
屋
本
へ
の
改
訂
方
針
を
検
討
し
、
一
部
の
独
自
詞
章
を
交
え
な
が
ら
光
悦
本
系
か
ら
卯
月
本
系
へ
と
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
改
訂
に
用
い
た
本
は
卯
月
本
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
本
文
の
系
統
と
一
部
の
整
玉
屋
本
に
観
世
黒
雪
の
章
句
を
写
し
た
こ
と
を
示
す
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
卯
月
本
で
は
な
い
に
し
ろ
、
身
愛（
暮
閑
・
黒
雪
）に
関
係
す
る
謡
本
を
参
観
し
た
蓋
然
性
は
高
い
。
そ
こ
で
、
現
存
す
る
身
愛
章
句
本
と
整
玉
屋
本
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
九
世
観
世
大
夫
身
愛
は
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）頃
か
ら
「
左
近
大
夫
身
愛
」、
同
十
五
年
に
駿
府
を
出
奔
し
高
野
山
に
蟄
居
し
て
い
た
時
期
は
「
服
部
慰
安
斎
暮
閑
」、
同
十
七
年
に
赦
免
さ
れ
て
か
ら
は
「
観
世
左
近
大
夫
暮
閑
」
と
名
乗
り
、
多
く
の
謡
本
・
小
謡
の
書
74
写
・
節
付
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
以
下
の
謡
本
を
分
析
し
た（
各
本
の
書
誌
情
報
は
別
稿
で
掲
出
す
る
予
定
）。

観
世
文
庫
蔵
天
正
六
年
宗
節
・
慶
長
六
年
身
愛
奥
書
五
番
綴
本
「
墨
田
川
」
天
正
六
年
の
奥
書
を
も
つ
宗
節
本
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
。「
慶
長
六
／
八
月
日
／
観
世
左
近
大
夫
／
身
愛
〔
花
押
〕」
奥
書
。「
左
近
大
夫
身
愛
」
と
署
名
し
た
本
と
し
て
は
最
も
古
い
。『
観
世
文
庫
蔵
室
町
時
代
謡
本
集
』（
表
章
編
、
観
世
文
庫
発
行
、
一
九
九
七
年
）所
収
。

鴻
山
文
庫
蔵
本
多
上
野
介
旧
蔵
観
世
身
愛
章
句
本
徳
川
家
康
の
側
近
・
本
多
正
純
に
贈
っ
た
一
番
綴
本
。
各
冊
の
末
に
、
年
月
日
と
と
も
に
「
観
世
左
近
大
夫
身
愛
〔
花
押
〕
本
多
上
野
介
様
参
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
所
収
曲
は
源
氏
供
養（
慶
長
九
年
霜
月
五
日
）・
と
を
る（
慶
長
十
年
六
月
三
日
）・
藤
迫
門（
慶
長
十
一
年
正
月
八
日
）・
江
口（
慶
長
十
一
年
正
月
）・
か
き
つ
ば
た（
慶
長
十
二
年
六
月
朔
日
）の
五
曲
。

観
世
文
庫
蔵
慶
長
十
年
六
月
観
世
身
愛
奥
書
本
「
忠
度
」
Ｂ
の
離
れ
。
奥
書
は
「
慶
長
十
年
六
月
日
」。
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ（http://gazo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/kanzegazo/
）に
て
閲
覧
。

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
謡
本
二
十
七
番
」
肥
前
唐
津
藩
小
笠
原
家
旧
蔵
の
一
番
綴
本
。
本
文
も
節
も
一
筆（
数
冊
は
奥
書
の
筆
跡
が
異
な
る
）で
宛
名
が
な
い
た
め
、
身
愛
章
句
本
を
転
写
し
た
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
各
冊
、
年
月
日
の
あ
と
に
「
観
世
左
近
大
夫
／
身
愛
〔
花
押
〕」
の
奥
書
が
あ
る
。
書
写
年
は
十
七
冊
が
慶
長
八
年
、
残
り
が
慶
長
十
七
年
。
所
収
曲
は
兼
平（
慶
長
八
年
八
月
日
）・
錦
木（
同
八
月
三
日
）・
江
口（
同
八
月
十
二
日
）・
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三
輪（
同
八
月
十
五
日
）・
か
き
つ
は
た（
同
八
月
十
六
日
）・
せ
ん
し
ゆ
重
衡（
同
八
月
廿
日
）・
藤
門（
同
八
月
廿
五
日
）・
紅
葉
か
り（
同
九
月
三
日
）・
ゆ
や（
同
九
月
十
二
日
）・
関
寺
小
町（
同
神
無
月
日
）・
老
松（
同
霜
月
日
）・
源
氏
供
養（
同
霜
月
日
）松
風（
同
霜
月
日
）・
定
家（
同
十
一
月
廿
一
日
）・
百
万（
同
霜
月
廿
二
日
）・
女
郎
花（
同
十
二
月
日
）・
西
行
桜（
同
極
月
日
）・
雲
林
院（
慶
長
十
一
年
正
月
日
）・
田
村（
同
正
月
日
）・
朝
長（
同
正
月
日
）・
野
宮（
同
正
月
日
）・
実
盛（
同
正
月
三
日
）・
そ
と
は
小
町（
同
正
月
十
五
日
）・
融（
同
正
月
十
五
日
）夕
顔（
同
正
月
十
五
日
）・
せ
つ
た
い（
二
月
三
日
）・
宇
治
頼
政（
同
三
月
日
）。

鴻
山
文
庫
蔵
慶
長
十
二
年
観
世
身
愛
章
句
本
「
采
女
」
浅
羽
次
郎
右
衛
門
の
与
え
た
謡
本
。
本
文
・
節
と
も
に
身
愛
自
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
浅
羽
は
家
康
に
仕
え
、
慶
長
十
七
年
に
七
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
人
物（『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
』）。「
慶
長
十
二
年
／
三
月
日
／
観
世
左
近
大
夫
／
身
愛
〔
花
押
〕
／
浅
羽
次
郎
右
衛
門
様
旨
」
の
奥
書
。

観
世
文
庫
蔵
慶
長
十
三
年
九
月
観
世
身
愛
奥
書
本
「
頼
政
」
内
藤
主
馬
介（
未
詳
。
内
藤
政
長
か
）に
与
え
た
謡
本
。
本
文
・
節
と
も
に
身
愛
自
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。「
慶
長
十
三
年
／
九
月
日
／
観
世
左
近
大
夫
／
身
愛
〔
花
押
〕
／
内
藤
主
馬
介
殿
参
」
の
奥
書
。
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
閲
覧
。

観
世
文
庫
蔵
慶
長
十
七
年
服
部
慰
安
斎
暮
閑
筆
巻
子
本
「
松
風
」
身
愛
の
弟
子
で
ワ
キ
や
ツ
レ
を
勤
め
た
山
階
次
右
衛
門
に
与
え
た
謡
本
。「
此
謡
本
依
所
望
慰
安
書
之
則
／
加
章
句
ヲ
モ
作
者
也
／
慶
長
拾
七
年
／
二
月
日
／
服
部
慰
安
斎
／
暮
閑
〔
花
押
〕
／
山
階
次
右
衛
門
殿
旨
」
の
奥
書
。
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
閲
覧
。
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
諫
早
市
立
諫
早
図
書
館
蔵
「
采
女
」
巻
子
本
を
帖
装
本
に
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
。
本
文
・
節
と
も
に
身
愛
自
筆
ら
し
い
。
宛
名
な
し（
も
と
も
と
は
あ
っ
た
か
）。「
此
謡
依
御
所
望
自
筆
自
章
／
染
悪
筆
進
之
者
也
／
観
喜
元
／
卯
月
日
／
観
世
左
近
大
夫
／
暮
閑
〔
花
押
〕」
の
奥
書
。
年
を
表
す
ら
し
い
「
観
喜
元
」
は
不
明
。
た
だ
し
、
署
名
か
ら
慶
長
十
七
年
以
降
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
今
回
調
査
し
た
謡
本
は
ほ
と
ん
ど
慶
長
年
間
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
光
悦
本
の
製
作
時
期
に
重
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
詞
章
は
む
し
ろ
卯
月
本
に
近
い
。
こ
の
こ
と
は
光
悦
本
の
成
立
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
点
と
な
る
の
で
、
別
稿
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
「
心
」
と
い
う
文
句
の
節
付
に
注
目
し
て
み
る
。
【
写
真
１３
】
の
「
心
こ
と
な
る
」
の
「
心
」
の
文
字
の
節
付
表
記
を
見
る
と
、
平
ゴ
マ
・
下
ゴ
マ
・
平
ゴ
マ
を
合
体
さ
せ
た
「
Ｚ
」
の
形
で
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｚ
型
の
ゴ
マ
点
は
、
両
本
の
「
心
」
の
文
字
に
見
え
る
が
「
眠（
ね
む
り
）」・「
力（
ち
か
ら
）」・「
申（
ま
う
す
）」
な
ど
に
も
見
え
、
両
本
の
同
曲
同
箇
所
が
同
じ
表
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い（「
こ
こ
ろ
」
と
平
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
は
使
わ
れ
な
い
）。
こ
の
ゴ
マ
点
が
平
ゴ
マ
・
下
ゴ
マ
・
平
ゴ
マ
と
謡
い
方
と
異
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
光
悦
本
・
玉
屋
本
に
は
見
え
な
い
表
記
な
の
で
、
身
愛
の

書
き
癖

で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
を
共
有
し
て
い
る
身
愛
本
と
卯
月
本
は
、
や
は
り
緊
密
な
関
係
に
な
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
【
写
真
１３
】「
西
行
桜
」
六
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
ａ
卯
月
本
4
丁
表
ｂ
身
愛
本（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
謡
本
二
十
七
番
」）
4
丁
裏
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さ
て
、
身
愛
本
と
整
玉
屋
本
の
関
係
に
視
点
を
転
じ
て
見
る
と
、
こ
の
両
本
も
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
想
定
で
き
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
、（
二
）で
示
し
た〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉（
光
悦
本
・
卯
月
本
・
古
玉
屋
本
と
比
較
し
て
、
い
ず
れ
の
本
と
も
異
な
る
整
玉
屋
本
の
本
文
）で
あ
る
。
光
悦
本
・
卯
月
本
・
古
玉
屋
本
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
三
本
す
べ
て
と
異
な
る
本
文
が
、
十
九
曲
二
十
一
箇
所
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
今
回
調
査
し
た
身
愛
本
と
重
複
す
る
七
曲
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る（
各
箇
所
の
小
文
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は（
二
）第
三
節
に
対
応
。
身
愛
本
の
四
角
囲
み
大
文
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
前
掲
諸
本
に
対
応
）。
①
身
愛
本
が
整
玉
屋
本
と
一
致
す
る
箇
所
ｂ
「
杜
若
」
三
段
﹇
問
答
﹈
【
卯
月
本
】
な
ふ


御
僧
何
し
に
其
沢
に
は
や
す
ら
ひ
給
ひ
候
そ
※
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
は
卯
月
と
同
じ
【
整
玉
屋
本
】
な
ふ


あ
れ
成
御
僧
な
に
し
に
其
澤
に
は
や
す
ら
ひ
給
ひ
候
そ
【
身
愛
本

】
な
ふ


あ
れ
な
る
御
僧
な
に
し
に
其
澤
に
は
や
す
ら
ひ
給
ひ
候
そ（

も
同
文
）
ｊ
「
千
手
重
衡
」
三
段
﹇
問
答
﹈
【
光
悦
本
】
千
手
の
前
か
参
り
て
候
そ
れ


御
申
候
へ
※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
【
卯
月
本
】
千
手
の
前
か
ま
い
り
た
る
よ
し
御
申
候
へ
【
整
玉
屋
本
】
千
手
の
前
か
参
り
た
る
由
そ
れ


御
申
候
へ
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




























































【
身
愛
本

】
千
寿
の
前
か
ら
参
て
候（
タ
ル
ヨ
シ
）そ
れ


御
申
候
へ
②
身
愛
本
が
整
玉
屋
本
と
酷
似
す
る
箇
所
ｇ
「
隅
田
川
」
六
段
﹇
語
リ
﹈
【
卯
月
本
】
此
河
岸
に
ひ
れ
臥
候
を
。
な
む
ほ
う
世
に
は
情
な
き
者
候
そ
【
光
悦
本
】
こ
の
川
岸
に
ひ
れ
ひ
し
候
を
。
な
ん
ほ
う
世
に
は
情
な
き
も
の
ゝ
候
そ
※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
。
【
整
玉
屋
本
】
此
河
岸
に
ひ
れ
臥
ぬ
。
し
か
る
を
な
む
ほ
う
世
に
は
情
な
き
者
候
そ
。
【
身
愛
本

】
此
川
岸
に
ひ
れ
ふ
し
ぬ
。
し
か
れ
は
世
に
は
な
ん
ほ
う
情
な
き
者
の
候
そ
。
ｈ
「
関
寺
小
町
」
七
段
﹇
問
答
﹈
【
光
悦
本
】
く
る
し
か
ら
ぬ
事
。
た
ゝ


御
出
候
へ
※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
【
卯
月
本
】
何
の
く
る
し
う
候
へ
き
。
唯
々
御
出
候
へ
と
よ
【
整
玉
屋
本
】
く
る
し
か
ら
ぬ
事
。
た
ゝ
御
出
候
へ
と
よ
【
身
愛
本

】
く
る
し
か
ら
ぬ
事
。
只
々
御
出
候
へ
と
よ
③
身
愛
本
が
卯
月
本
と
一
致
す
る
箇
所
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






ｍ
「
錦
木
」
二
段
﹇
上
ゲ
歌
﹈
【
卯
月
本
】
く
や
し
き
た
の
み
成
け
る
そ


※
光
悦
本
・
古
玉
屋
本
は
卯
月
本
と
同
じ
【
整
玉
屋
本
】
く
や
し
き
頼
也
け
る
そ
く
や
す
き
頼
成
け
り
【
身
愛
本

】
く
や
し
き
た
の
み
な
り
け
る
そ


④
身
愛
本
が
卯
月
本
と
酷
似
す
る
箇
所
ｌ
「
融
」
二
段
﹇
着
ゼ
リ
フ
﹈
【
光
悦
本
】
人
を
ま
ち
く
は
し
く
尋
は
や
と
思
ひ
候
※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
【
卯
月
本
】
暫
や
す
ら
ひ
一
見
せ
は
や
と
思
ひ
候
【
整
玉
屋
本
】
暫
や
す
ら
は
は
や
と
お
も
ひ
候
【
身
愛
本

】
し
ら
は
く
や
す
ら
ひ
一
見
せ
は
や
と
存
候（

も
同
文
）
⑤
身
愛
本
も
独
自
の
本
文
と
な
る
箇
所
ｕ
「
熊
野
」
六
段
﹇
問
答
﹈
【
光
悦
本
】
老
母
の
痛
は
り
は
さ
る
事
な
れ
共
別
の
子
細
は
よ
も
あ
ら
し
※
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
同
じ
80
【
卯
月
本
】
老
母
の
い
た
は
り
は
さ
る
事
な
れ
と
も
去
な
か
ら
【
整
玉
屋
本
】
申
と
こ
ろ
は
こ
と
は
り
な
れ
と
も
【
身
愛
本

】
老
母
の
事
は
さ
る
事
な
れ
と
も
以
上
七
箇
所
を
見
る
と
、
四
箇
所
が
整
玉
屋
本
と
一
致
も
し
く
は
酷
似
し
て
お
り
、
他
は
卯
月
本
と
一
致
・
同
本
と
酷
似
・
身
愛
本
に
独
自
性
が
あ
る
箇
所
が
一
箇
所
ず
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
箇
所
だ
け
を
見
る
と
、
整
玉
屋
本
と
親
密
性
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
（
二
）で〈
整
玉
屋
本
詞
章
〉と
称
し
そ
の
独
自
性
が
あ
る
箇
所
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
、
す
べ
て
整
玉
屋
本
が
独
自
に
作
り
出
し
た
本
文
で
は
な
く
、
身
愛
本
の
影
響
を
受
け
て
改
訂
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
身
愛
本
が
光
悦
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
異
同
が
生
じ
や
す
い
コ
ト
バ
部
分（
節
付
が
な
い
本
文
）で
あ
る
が
、
フ
シ
部
分（
節
付
が
あ
る
本
文
）で
光
悦
本
と
卯
月
本
の
間
で
異
同
が
あ
る
箇
所（（
二
）第
二
節
一
覧
②
と
本
稿
【
補
足
】
参
照
）の
中
で
、
身
愛
本
と
比
較
で
き
る
「
関
寺
小
町
」「
朝
長
」「
野
宮
」「
藤
戸
」
を
見
て
も
、「
朝
長
」
の
一
箇
所
の
み
が
光
悦
本
と
一
致
す
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
卯
月
本
と
一
致
す
る
。
そ
れ
だ
け
、
身
愛
本
が
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
光
悦
本
で
は
な
く
、
卯
月
本
と
密
接
な
関
係
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
フ
シ
部
分
に
お
け
る
光
悦
本
・
卯
月
本
間
の
異
同
箇
所
は
、
す
べ
て
身
愛
本
と
整
玉
屋
本
が
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
文
に
お
い
て
は
整
玉
屋
本
と
何
ら
か
の
身
愛
本
の
間
に
影
響
関
係
が
あ
っ
た
、
と
想
定
し
て
も
大
過
あ
る
ま
い
。
た
だ
し
、
節
付
表
記
に
着
目
す
る
と
、
両
本
の
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
前
節
で
整
玉
屋
本
の
節
付
表
記
が
光
悦
本
と
卯
月
本
の
両
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
混
在
し
て
お
り
、
全
体
的
に
は
卯
月
本
に
近
い
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
身
愛
本
の
節
付
表
記
も
そ
の
整
玉
屋
本
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
傾
向
だ
と
は
い
え
、
整
玉
屋
本
と
身
愛
本
の
節
付
表
記
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
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な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
た
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
融
」「
江
口
」
を
見
て
み
る
。
ま
ず
【
写
真
１４
】
を
見
る
と
、「
雲
と
な
り
雨
と
な
る
」
と
「
さ
そ
は
れ
て
。
月
の
都
に
入
給
ふ
」
の
箇
所
の
「
ハ
ル
」
と
「
下
」
の
有
無
や
位
置
に
異
同
が
あ
る
。
前
節
に
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ら
は
光
悦
本
と
卯
月
本
と
の
間
に
異
同
が
生
じ
や
す
い
箇
所
で
あ
っ
た
が
、
古
玉
屋
本
は
光
悦
本
と
、
整
玉
屋
本
・
身
愛
本
は
「
雨
」
の
ゴ
マ
点
が
振
リ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
含
め
て
、
概
ね
卯
月
本
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、【
写
真
１５
】
の
「
よ
そ
ほ
ひ
」
の
節
付
表
記
も
各
本
の
関
係
は
同
様
で
あ
り
、
整
玉
屋
本
・
身
愛
本
は
卯
月
本
と
緊
密
な
関
係
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、【
写
真
１６
】
の
「
ふ
か
ね
と
も
」
は
卯
月
本
と
整
玉
屋
本
の
節
付
表
記
が
異
な
り
、「
か
り
な
る
や
と
に
」
は
卯
月
本
と
身
愛
本
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
・
身
愛
本
は
親
し
い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
身
愛
本
は
全
体
を
見
る
と
む
し
ろ
光
悦
本
に
近
い
曲
も
あ
る（
こ
の
こ
と
は
別
稿
で
考
察
す
る
）。
さ
ら
に
、【
写
真
１４
】
の
「
さ
そ
は
れ
て
」
の
「
下
」
の
有
無
、【
写
真
１５
】「
よ
そ
ほ
ひ
」
の
節
付
表
記
を
見
る
と
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
身
愛
本
の
み
が
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
。
今
回
、「
采
女
」「
江
口
」「
杜
若
」「
融
」「
藤
戸
」「
松
風
」
が
二
冊
の
身
愛
本
を
比
較
で
き
た
が
、
本
文
の
異
同
は
僅
少
で
あ
る
も
の
の
節
付
表
記
の
異
同
は
比
較
的
多
く
、
同
じ
と
い
え
る
も
の
は
一
曲
も
な
か
っ
た
。
写
本
の
場
合
は
細
か
な
節
付
表
記
に
誤
脱
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
伝
授
者
に
よ
っ
て
書
き
方
が
異
な
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
こ
れ
ら
の
異
同
に
拘
泥
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
書
写
姿
勢
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
に
行
な
わ
れ
た
観
世
流
謡
本
の
節
付
改
訂
作
業
の
影
響
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
身
愛
本
諸
本
に
見
ら
れ
る
節
付
表
記
の
〝
揺
れ
〞
は
、
整
玉
屋
本
の
詞
章
の
性
質
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。
卯
月
本
が
身
愛
の
謡
本
改
訂
作
業
の
完
成
と
見
る
と
、
そ
の
作
業
は
慶
長
十
年
以
前
か
ら
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
書
写
さ
れ
た
謡
本
に
は
、
そ
の
変
化
が
多
様
な
形
で
表
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
整
玉
屋
本
が
写
し
た
「
観
世
黒
雪
」
の
章
句
は
、
卯
月
本
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
多
様
な
章
句
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
章
句
は
「
こ
の
謡
本
」
と
一
種
に
特
定
す
る
こ
と
82
【
写
真
１４
】「
融
」
十
段
﹇
ロ
ン
ギ
﹈
ａ
光
悦
本
13
丁
裏
ｂ
卯
月
本
10
丁
裏
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
11
丁
裏
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
11
丁
裏
ｅ
身
愛
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
12
丁
裏
ｆ
身
愛
本（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
謡
本
二
十
七
番
」）
14
丁
裏
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【
写
真
１５
】「「
融
」
九
段
﹇（
一
セ
イ
）﹈
ａ
光
悦
本
12
丁
表
ｂ
卯
月
本
11
丁
裏
・
12
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
10
丁
裏
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
10
丁
裏
ｆ
身
愛
本（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
謡
本
二
十
七
番
」）
12
丁
裏
ｅ
身
愛
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
11
丁
表
84
【
写
真
１６
】「
江
口
」
十
一
段
﹇
ワ
カ
﹈・
十
二
段
﹇
ワ
カ
受
ケ
﹈
ａ
光
悦
本
11
丁
表
・
裏
ｂ
卯
月
本
10
丁
裏
・
11
丁
表
ｄ
整
玉
屋
本（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
）
9
丁
裏
・
10
丁
表
ｃ
古
玉
屋
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
9
丁
裏
・
10
丁
表
ｅ
身
愛
本（
鴻
山
文
庫
蔵
）
10
丁
裏
・
11
丁
表
ｆ
身
愛
本（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
謡
本
二
十
七
番
」）
12
丁
表
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は
困
難
で
あ
る
が
、
整
玉
屋
本
の
特
徴
の
捉
え
難
さ
が
、
そ
の
変
化
の
多
様
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
も
、
整
玉
屋
本
は
そ
の
身
愛
の
章
句
を
そ
れ
と
は
別
系
統
で
あ
っ
た
光
悦
本
と
い
う
型
に
流
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
個
性
が
あ
る
。
こ
の
個
性
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
光
悦
本
が
身
愛
本
と
は
別
系
統
で
あ
る
こ
と
を
詳
述
す
る
必
要
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
と
め
先
行
研
究
の
中
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
観
世
流
謡
本
に
は
三
系
統
あ
り
、
そ
の
一
つ
を
代
表
す
る
の
が
玉
屋
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
本
研
究
の
当
初
の
目
的
も
、
光
悦
本
・
卯
月
本
に
比
べ
て
、
そ
の
特
質
が
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
っ
た〈
玉
屋
謡
本
系
〉な
る
系
統
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、〈
玉
屋
謡
本
系
〉と
よ
ぶ
べ
き
謡
本
群
と
そ
の
個
別
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
こ
の
系
統
を
代
表
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
古
玉
屋
本
は
、
光
悦
本
系
と
呼
ぶ
べ
き
本
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
版
式
や
装
幀
面
は
光
悦
本
の
特
徴
を
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
詞
章
自
体
は
光
悦
本
と
呼
ん
で
も
差
し
つ
か
え
が
な
い
ほ
ど
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
整
玉
屋
本
は
部
分
的
に
光
悦
本
と
も
卯
月
本
と
も
異
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
が
、
光
悦
本
の
型
を
も
と
に
卯
月
本
系
の
詞
章
へ
と
改
訂
し
た
本
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
黒
雪
謡
曲
」
の
よ
う
に
、
同
種
本
と
は
呼
べ
な
い
も
の
の
同
様
の
性
質
を
も
つ
本
も
存
在
す
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
ら
を〈
玉
屋
謡
本
系
〉と
呼
ぶ
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
整
玉
屋
本
も
ま
た
、
一
つ
の
系
統
を
代
表
す
る
詞
章
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
と
、
本
研
究
は〈
玉
屋
謡
本
系
〉の
存
在
を
打
ち
消
し
、
玉
屋
謡
本
の
資
料
的
価
値
を
否
定
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
も
受
け
取
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
玉
屋
謡
本
は
観
世
流
謡
本
史
の
中
で
時
代
を
代
表
す
る
よ
う
な
本
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
謡
本
の
様
相
を
考
え
る
た
め
に
は
、
極
め
て
魅
力
的
な
本
だ
と
い
え
る
。
そ
の
魅
力
は
次
86
の
二
つ
に
あ
る
。
一
つ
目
は
、
こ
の
時
代
の
謡
本
の
変
動
を
顕
示
す
る
資
料
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
慶
長
か
ら
元
和
に
か
け
て
、
観
世
身
愛
が
詞
章
の
改
変
を
行
な
い
、
そ
れ
が
一
応
の
結
実
を
見
る
の
が
卯
月
本
で
あ
る
、
と
い
う
歴
史
把
握
は
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
身
愛
が
関
与
し
た
か
ど
う
か
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
き
、
そ
の
変
遷
時
期
に
光
悦
本
と
い
う
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
も
間
違
い
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
論
じ
た
よ
う
に
、
玉
屋
謡
本
は
光
悦
本
を
元
に
し
た
古
玉
屋
本
を
下
敷
き
に
、
身
愛
の
章
句
を
用
い
、
卯
月
本
の
形
へ
と
近
づ
け
て
い
っ
た
本
で
あ
る
。
そ
の
詞
章
に
は
光
悦
本
の
面
影
を
残
し
つ
つ
も
、
新
し
い
章
句
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
改
訂
の
姿
は
一
冊
ず
つ
異
な
る
。
つ
ま
り
、
何
か
の
規
則
な
方
針
に
従
い
、
全
く
新
し
い
詞
章
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
本
な
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
の
謡
本
の
様
々
な
姿
が
一
冊（
も
し
く
は
一
セ
ッ
ト
）の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
本
だ
と
い
え
る
。
そ
の
詞
章
は
あ
る
意
味
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
楽
譜
と
し
て
は
未
熟
で
あ
り
非
実
用
的
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
変
遷
の
歴
史
を
体
現
し
て
い
る
、
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
つ
目
は
、
玉
屋
謡
本
が
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
「
謡
本
」
と
い
う
本
の
特
質
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
写
本
時
代
の
謡
本
は
、
あ
る
特
定
の
人
物
に
相
伝
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
謡
文
化
が
広
ま
る
中
で
、
謡
を
享
受
し
た
者
た
ち
が
ぞ
れ
ぞ
れ
の
謡
本
を
貸
し
借
り
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
「
謡
」
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
、
自
分
の
本
を
作
る
と
い
う
楽
し
み
も
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
近
世
に
な
る
と
印
刷
・
出
版
と
い
う
媒
体
が
出
現
す
る
わ
け
だ
が
、
謡
享
受
者
た
ち
は
そ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
て
も
、
写
本
時
代
と
同
じ
よ
う
な
営
み
を
続
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
玉
屋
謡
本
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
う
で
あ
る
。
光
悦
本
と
い
う
新
し
い
本
に
接
し
、
そ
れ
を
〝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〞
す
る
か
の
よ
う
に
、
別
な
木
活
字
で
〝
自
分
の
本（
古
玉
屋
本
）〞
を
作
る
。
さ
ら
に
、
観
世
大
夫
の
章
句
本
を
入
手
し
た
ら
、
そ
れ
を
写
し
〝
新
た
な
自
分
の
本（
整
玉
屋
本
）〞
を
作
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、
と
い
っ
た
営
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
謡
本
へ
の
興
味
と
収
集
活
動
が
玉
屋
本
を
誕
生
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
玉
屋
謡
本
の
成
り
立
ち
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
と
最
も
よ
く
似
て
い
る
同
時
代
の
謡
本
は
鴻
山
文
庫
・
能
楽
研
究
所
・
能
楽
研
究
所
野
上
文
庫
蔵
日
爪
忠
兵
衛
宗
政
手
沢
本
と
鴻
山
文
庫
蔵
下
里
次
郎
大
夫
家
昌
奥
書
本
と
い
う
二
つ
の

写
本

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
前
者
は
本
阿
弥
光
悦
と
も
交
流
の
あ
っ
た
京
都
周
辺
に
在
住
し
て
い
た
ら
し
い
人
物
、
後
者
は
桑
名
の
商
人
の
手
沢
本
で
あ
り
、
二
本
と
も
謡
愛
好
家
の
素
人
が
所
持
し
て
い
た
謡
本
で
あ
る
。
こ
の
本
の
特
色
は
、
永
井
右
近（
直
勝
）に
相
伝
さ
れ
た
ら
し
い
観
世
身
愛
章
句
本
な
ど
を
用
い
て
、
室
町
時
代
の
謡
本
を
改
訂
し
た
本
で
、
数
多
く
の
書
き
込
み
・
訂
正
・
張
り
紙
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
近
世
初
頭
の
謡
本
の
利
用
や
詞
章
の
変
遷
を
物
語
る
好
資
料
で
あ
る（
伊
海
「
下
里
次
郎
大
夫
家
昌
奥
書
本
の
周
辺
―
近
世
桑
名
能
楽
史
の
一
断
面
」『
能
と
狂
言
』
七
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）
。
こ
の
よ
う
に
、
写
本
の
謡
本
は
別
な
本
を
用
い
て
詞
章
の
改
訂
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
謡
本
所
持
者
が
常
に
新
し
い
詞
章
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
両
本
の
詞
章
改
訂
は
他
本
に
比
べ
て
著
し
く
、
こ
の
時
代
の
詞
章
の
変
化
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る（【
写
真
１７
】
参
照
）。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
本
は
元
和
〜
寛
永
に
か
け
て
詞
章
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
卯
月
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
改
訂
に
用
い
ら
れ
た
本
は
慶
長
年
間
の
奥
書
を
も
つ
身
愛
章
句
本
（
写
本
）で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
も
興
味
深
い
。
玉
屋
本
の
成
り
立
ち
も
こ
の
両
本
の
書
写
過
程
と
よ
く
似
て
い
る
。
元
に
な
っ
た
本
が
室
町
時
代
【図17】 日爪本「安達原」奥書（右）と下里本「道明寺」15丁裏・16丁表（左）
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の
古
写
本
と
光
悦
本
と
い
う
違
い
に
加
え
、
か
た
や
写
本
か
た
や
版
本
と
い
う
本
と
し
て
の
最
終
的
な
形
態
も
異
な
る
が
、
元
和
か
ら
寛
永
に
か
け
て
身
愛
の
章
句
本
を
用
い
て
詞
章
を
改
定
し
、
新
た
な
詞
章
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
、
と
い
う
謡
本
に
施
さ
れ
た
改
訂
作
業
と
酷
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
玉
屋
本
の
製
作
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
詞
章
大
変
革
の
時
代
に
行
わ
れ
た
〝
自
分
の
本
作
り
〞
と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
う
主
張
す
る
と
、
出
版
は
一
個
人
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
公
益
性
の
あ
る
も
の
だ
、
と
い
う
批
判
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
玉
屋
本
は
古
玉
屋
本
も
整
玉
屋
本
も
現
存
諸
本
が
僅
少
で
あ
る
と
い
う
状
況
を
鑑
み
る
の
な
ら
、
多
く
の
本
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
り
、
そ
も
そ
も
出
版
数
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
玉
屋
本
よ
り
も
現
存
諸
本
が
多
い
光
悦
本
も
一
点
物
の
工
芸
品
の
よ
う
に
製
作
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る（
鈴
木
広
光
「
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
活
字
と
組
版
」『
近
世
文
藝
』
八
四
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
。
古
活
字
版
が
中
心
で
あ
っ
た
寛
永
期
以
前
ま
で
の
出
版
は
、
大
量
生
産
の
た
め
効
率
を
重
視
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
営
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
る
で
手
沢
本
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
玉
屋
本
の
刊
行
は
、
こ
う
し
た
出
版
事
業
の
特
徴
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
た
い
。
本
研
究
で
は
、
玉
屋
の
素
性
を
は
じ
め
、
具
体
的
な
人
物
を
特
定
し
、
玉
屋
謡
本
の
出
版
背
景
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
光
悦
本
も
同
様
で
あ
り
、
近
世
初
期
の
観
世
流
謡
本
史
の
研
究
に
は
、
人
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
玉
屋
謡
本
が
こ
の
時
代
に
お
け
る
謡
本
の
変
遷
の
姿
を
〝
楽
譜
〞
と
し
て
も
〝
本
〞
と
し
て
も
雄
弁
に
語
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
強
調
し
、
ひ
と
ま
ず
本
研
究
の
結
び
と
し
た
い
。（
完
）
【
注
】
１
ゴ
マ
点
の
向
き
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
高
桑
い
づ
み
「
下
ゲ
ゴ
マ
試
論
」（『
能
と
狂
言
』
十
号
、
二
〇
一
二
年
四
月
）が
あ
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。
高
桑
は
『
塵
芥
抄
』
の
「
呉
服
」
を
も
と
に
、
上
ゴ
マ
は
上
が
る
、
下
ゴ
マ
は
下
が
る
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
丹
羽
幸
江
「
江
戸
初
期
の
謡
本
に
お
け
る
ツ
ヨ
吟
を
示
す
胡
麻
の
配
列
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
七
九
号
、
二
〇
一
四
年
八
月
）で
は
、
卯
月
本
が
下
ゴ
マ
の
向
き
に
関
し
て
大
き
な
工
夫
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
２
江
戸
中
期
の
京
都
で
活
動
し
た
観
世
流
地
謡
方
岩
井
直
恒（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
二
）の
謡
伝
書
『
そ
は
へ
は
た
』（
大
谷
節
子
・
松
居
郁
子
「
京
観
世
謡
伝
書
『
そ
は
へ
は
た
』
翻
刻
と
解
題
」『
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
五
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）に
は
、
上
音
か
ら
下
が
る
こ
と
を
指
示
す
る
「
下
」
に
つ
い
て
、
実
は
中
音
と
云
う
べ
し
。（
中
略
）中
音
に
て
謡
出
す
所
に
も
下
と
印
あ
り
。
下
の
音
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。
直
恒
が
こ
う
し
た
言
い
方
を
し
て
い
る
背
景
に
は
、
歴
史
的
に
上
音
域
に
対
す
る
低
い
音
と
い
う
意
味
で
、
下
音
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
き
た
ら
し
く
、
そ
の
下
音
に
は
現
在
の
中
音
・
中
ウ
キ
音
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
高
橋
葉
子
「
江
戸
中
期
に
お
け
る
謡
曲
音
階
論
の
形
成
―
岩
井
直
恒
の
十
段
音
法
を
考
察
す
る
」（『
日
本
伝
統
音
楽
研
究
』
一
三
号
、
二
〇
一
六
年
六
月
）、
蒲
生
郷
昭
「
日
本
の
音
楽
理
論
に
お
け
る
「
中
」
に
つ
い
て
」（『
芸
能
の
科
学
』
一
三
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）参
照
。
【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
用
い
た
資
料
の
閲
覧
・
調
査
や
写
真
撮
影
に
際
し
て
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
・
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
・
諫
早
市
立
諫
早
図
書
館
に
ご
高
配
賜
っ
た
。
ま
た
丹
羽
幸
江
氏
に
は
、
音
楽
研
究
の
立
場
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
参
考
文
献
も
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
あ
げ
た
い
。
な
お
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
金
若
手
研
究（
Ｂ
）「
近
世
初
期
観
世
流
謡
本
刊
行
変
遷
過
程
を
め
ぐ
る
研
究
―
玉
屋
本
の
書
誌
的
研
究
を
中
心
に
―
」・
同
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
謡
本
出
版
過
程
と
そ
の
文
化
的
背
景
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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【
補
足
】
「
玉
屋
謡
本
の
研
究（
二
）」（『
能
楽
研
究
』
四
十
号
）の
第
二
節
「
整
版
玉
屋
本
の
特
質
」
の
中
に
、
光
悦
本
と
卯
月
本
と
の
間
に
本
文
異
同
が
あ
る
箇
所
を
「【
一
覧
②
】
フ
シ
部
分
の
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
の
異
同
箇
所（
整
版
玉
屋
謡
本
所
収
曲
に
限
る
）」
と
し
て
掲
げ
た
。
そ
の
後
、
調
査
・
分
析
の
過
程
で
、
他
に
も
同
様
の
箇
所
が
複
数
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
そ
れ
ら
を
掲
出
し
て
お
き
た
い
。
古
玉
屋
本
は
全
箇
所
光
悦
本
と
同
文
で
、
整
玉
屋
本
は
Ｂ
・
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｎ
・
Ｏ
・
Ｒ
以
外
は
卯
月
本
と
同
文
で
あ
る
。
Ａ
「
阿
漕
」
八
段
﹇
下
ノ
詠
﹈
【
光
悦
本
】
世
を
は
い
と
は
し
【
卯
月
本
】
世
を
は
う
ら
み
し
Ｂ
「
海
人
」
十
段
﹇
ノ
リ
地
﹈
【
光
悦
本
】
あ
ら
あ
り
か
た
の
御
経
や
【
卯
月
本
】
あ
ら
有
難
の
御
経
や
な
Ｃ
「
蟻
通
」
五
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
【
光
悦
本
】
…
い
か
て
神
慮
に
そ
む
く
へ
き
ワ
キ
…
納
受
な
か
り
べ
き
と
【
卯
月
本
】
…
な
と
か
納
受
な
か
る
へ
き
ワ
キ
…
神
慮
に
背
く
べ
き
と
Ｄ
「
蟻
通
」
五
段
﹇
下
ケ
歌
﹈
【
光
悦
本
】
六
の
色
を
わ
か
つ
也
【
卯
月
本
】
六
の
色
を
み
す
る
也
Ｅ
「
梅
枝
」
七
段
﹇
ク
ド
キ
グ
リ
﹈
【
光
悦
本
】
き
り
ふ
く
ろ
に
た
つ
す
と
は
わ
か
身
の
上
に
【
卯
月
本
】
き
り
ふ
く
ろ
に
た
つ
す
と
は
今
身
の
上
に
Ｆ
「
姨
捨
」
一
段
﹇
次
第
﹈
【
光
悦
本
】
姨
捨
山
に
い
そ
か
む
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【
卯
月
本
】
姨
捨
山
を
尋
む
Ｇ
「
姨
捨
」
【
光
悦
本
】
月
に
そ
み
て
あ
か
は
む
【
卯
月
本
】
月
に
そ
み
て
あ
そ
は
む
Ｈ
「
志
賀
」
四
段
﹇
サ
シ
﹈
【
光
悦
本
】
し
か
る
に
其
御
時
に
い
た
つ
て
【
卯
月
本
】
然
れ
は
其
御
時
に
い
た
つ
て
Ｉ
「
俊
寛
」
五
段
﹇
一
セ
イ
﹈
【
光
悦
本
】
は
や
舟
の
心
に
か
な
ふ
追
手
の
風
【
卯
月
本
】
は
や
舟
の
心
に
か
な
ふ
追
手
に
て
Ｊ
「
俊
寛
」
八
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
【
光
悦
本
】
櫓
櫂
を
振
り
あ
け
う
た
む
と
す
れ
は
【
卯
月
本
】
櫓
櫂
を
振
り
あ
け
う
た
む
と
す
Ｋ
「
関
寺
小
町
」
二
段
﹇
サ
シ
﹈
【
光
悦
本
】
を
き
ぬ
ふ
に
便
な
し
【
卯
月
本
】
を
き
ぬ
ふ
に
た
よ
り
あ
り
Ｌ
「
龍
田
」
二
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
【
光
悦
本
】
か
や
う
に
か
さ
ね
て
よ
み
た
れ
は
【
卯
月
本
】
重
て
か
や
う
に
読
た
れ
は
Ｍ
「
天
鼓
」
十
一
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
【
光
悦
本
】
不
思
議
や
な
は
や
明
け
方
の
水
上
よ
り
幽
か
に
浮
か
み
寄
る
者
は
【
卯
月
本
】
不
思
議
や
な
ふ
け
く
る
水
の
面
に
け
し
た
る
人
の
見
え
た
る
者
そ
Ｎ
「
朝
長
」
四
段
﹇
問
答
﹈
【
光
悦
本
】
も
と
主
従
の
御
契
り
【
卯
月
本
】
本
主
従
の
御
情
92
Ｏ
「
朝
長
」
五
段
﹇
語
リ
﹈
【
光
悦
本
】
路
次
に
て
敵
に
逢
ふ
な
ら
は
…
道
に
て
捨
て
ら
れ
申
な
ら
は
【
卯
月
本
】
道
に
て
捨
て
ら
れ
申
な
ら
は
…
路
次
に
て
敵
に
逢
ふ
な
ら
は
Ｐ
「
藤
戸
」
十
一
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
【
光
悦
本
】
不
思
議
や
な
は
や
あ
か
つ
き
の
水
上
よ
り
。
け
し
た
る
も
の
ゝ
見
え
た
る
は
【
卯
月
本
】
ふ
し
き
や
な
早
あ
け
か
た
の
水
上
よ
り
。
け
し
た
る
人
の
見
え
た
る
は
Ｑ
「
船
橋
」
八
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
【
光
悦
本
】
い
て


有
様
見
え
申
さ
む
【
卯
月
本
】
い
て


す
か
た
を
み
せ
申
さ
む
Ｒ
「
楊
貴
妃
」
五
段
﹇
掛
ケ
合
﹈
【
光
悦
本
】
天
子
の
勅
の
使
是
迄
尋
参
り
た
り
【
卯
月
本
】
天
子
の
勅
の
使
方
士
是
迄
参
り
た
り
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